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最新がん治療研
究

研究内容

キーワード

問合せ先
情報・研究支援課

小児科学／小児科学教室

メタゲノム解析、腸内環境制御、慢性炎症性疾患、疾患モデル動物、介入試験

欧米人と同様に、日本人小児および成人
においても、自閉症や乾癬、関節炎患者
は、偏りのあるヒト腸内細菌叢を示すこ
とを、次世代シークエンサーを使ったメ
タゲノム解析等で明らかにしました。ま
たそれらの関わる特異な代謝産物と代謝
経路が、エピジェネティックな様式で、
病態に関与する可能性が示唆されました。
これら腸内環境を変えるあるいは代謝経
路に関わる低分子化合物を、疾患制御の
候補物質として探索していきたいと思い
ます。疾患モデル動物、さらには介入研
究への発展を希望しています。

本研究のフェーズは、□基礎 ■基礎～臨床 □臨床です

准教授
秋岡 親司

我々は、自閉症や乾癬、関節炎などの日本人慢性炎症性
疾患患者のマイクロバイオーム解析を通じて、疾患病態を
明らかにすると共に、腸内環境制御による新たな治療戦略
を確立したいと思っています。

機能性食品のみならず、腸管粘膜から体内に吸収され
ること無く腸内環境を変える化合物を開発されている
施設との共同研究・連携を目指します。

TEL: 075-251-5168 FAX: 075-251-5275
E-mail: kikaku01@koto.kpu-m.ac.jp

腸内環境制御による慢性疾患への治療介入に関する研究

自閉症患者の偏移した腸内細菌叢

慢性疾患患者糞便のメタゲノム解析結果

（本研究は共同研究又は産学連携を目指す研究です）


